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南陽市農業委員会委員総会会議録 
 

南陽市農業委員会会長 髙 橋 善 一 は、南陽市農業委員会委員総会を 

令和３年１１月２５日午後１時３０分南陽市役所議会全員協議会室に招集した。 

 

1.招 集 委 員 １３名 

 

2.出 席 委 員 １３名にしてその氏名は次のとおり 

 １番 髙橋 善一 ２番 黒澤 ちよ子 ３番 髙橋 誠一 

 ４番 峠田 一徳 ５番 浅野 厚司 ６番 渡部 基司 

 ７番 本間 仁一 ８番 安達 芳紀 ９番 佐藤 一志 

 10番 小野 博 11番 渡沢 寿 12番 伊藤 圭一 

 13番 鈴木 正徳     

       

3.出席事務局職員 南陽市農業委員会 事 務 局 長 安部 浩二 

 同      上 事務局長補佐 山内 美穂 

 同         上  農 地 係 長 嶋貫 信一郎 

  

4.付 議 事 件 日程第 1  会議録署名委員の指名について 

 日程第 2  会期の決定について 

 日程第 3  諸般の報告について 

 日程第 4 報第１５号 南陽市農業委員会組織運営検討委員会の審

議結果の報告について 

 日程第 5 報第１６号 南陽市認定農業者の認定について 

 日程第 6 報第１７号 農地法第１８条第６項の規定による通知の

報告について 

 日程第 7 議第４３号 農地法第３条の規定による許可申請に対す

る許可の可否について 

 日程第 8 議第４４号 農地転用事業計画変更申請に対する意見決

定について 

 日程第 9 議第４５号 農地法第４条第 1 項の規定による許可申請

に対する意見決定について 

 日程第 10 議第４６号 非農地証明願に対する可否について 

 日程第 11 議第４７号 南陽市農用地利用集積計画の策定に係る決

定について 

 日程第 12 議第４８号 農地中間管理事業に係る農用地利用配分計

画案に対する意見決定について 

 



－2／17－ 

 

 

 

6.会 議 の 要 領 

議長（髙橋会長） 

（開会：ときに午後１時３０分） 

 

令和３年１１月１８日付け南農委告示第１１号をもって招集いた

しました、南陽市農業委員会委員総会を開会いたします。 

ただいま出席されている委員は１３名全員であります。 

よって過半数の出席を得ており、会議規則第７条の規定により会議

が成立いたしますので、直ちに会議を開きます。 

本日の会議は、お手元に配布しております議事日程によって進めま

す。 

 

議長（髙橋会長） それでは日程第１「会議録署名委員の指名」を行います。会議録署

名委員は、会議規則第４０条の規定により議長が指名いたします。 

５番浅野厚司委員、９番佐藤一志委員の２名を指名いたします。 

 

 会議録署名委員 ５番 浅野 厚司 委員 

  ９番 佐藤 一志 委員 

    

議長（髙橋会長） 日程第２「会期の決定について」を議題といたします。会期は本日

1日限りとすることにご異議ございませんか。 

 

 ………異議なしの声……… 

議長（髙橋会長） 異議なしと認めます。よって、本委員会委員総会の会期は、本日 1

日限りと決しました。 

 

議長（髙橋会長） 日程第３「諸般の報告」につきましては、別紙諸般の報告書によっ

てご了承願います。 

 

議長（髙橋会長） 日程第４ 報第１５号「南陽市農業委員会組織運営検討委員会の審

議結果の報告について」を上程いたします。 

提案理由の説明を事務局長にいたさせます。 

 

安部事務局長 ただ今上程されました、報第１５号「南陽市農業委員会組織運営検

討委員会の審議結果の報告について」の提案理由を申し上げます。 

本案は、令和２年１２月２５日付け議第５７号をもって設置された

南陽市農業委員会組織運営検討委員会において、南陽市農業委員会組

織運営検討委員会設置要綱第４条に掲げる事項について調査審議し

た結果、改正を要しない旨通知がありましたので、同設置要綱第８条

の規定によりご報告するものであります。 

 

議長（髙橋会長） ただ今の報告に対して質疑ございませんか。 

 

 ………なしの声……… 

議長（髙橋会長）  「なし」の声がありますので、報第１５号は了承いただいたものと

認めます。 
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議長（髙橋会長） 次に、日程第５ 報第１６号「南陽市認定農業者の認定について」

を上程いたします。 

提案理由の説明を事務局長にいたさせます。 

 

安部事務局長 ただ今上程されました、報第１６号「南陽市認定農業者の認定につ

いて」の提案理由を申し上げます。 

本案は、令和３年１１月２日付け農第７４０号で、南陽市長から本

委員会に対し、１１月１日付けで５件を認定農業者として認定した旨

の通知がありましたので、ご報告するものであります。 

 

議長（髙橋会長） ただ今の報告に対して質疑ございませんか。 

 

 ………なしの声……… 

議長（髙橋会長） 「なし」の声がありますので、報第１６号は了承いただいたものと

認めます。 

 

議長（髙橋会長） 次に日程第６ 報第１７号「農地法第１８条第６項の規定による通

知の報告について」を上程いたします。 

提案理由の説明を事務局長にいたさせます。 

 

安部事務局長 ただ今上程されました、報第１７号「農地法第１８条第６項の規定

による通知の報告について」の提案理由を申し上げます。 

本案は、農地法第１８条第６項の規定により、本委員会に対し賃貸

借の合意解約が成立した旨の通知が２件ありましたので、ご報告する

ものであります。 

 

議長（髙橋会長） ただ今、事務局長から提案理由の説明がありましたが、農地係長の

補足説明を求めます。 

 

嶋貫農地係長 ただ今、提案されました、報第１７号について、ご説明申し上げま

す。議案書は４ページをご覧ください。 

１番につきましては、賃貸人■■■■と■■■■の賃貸借契約 ▲

▲字▲▲ 外１筆 田 合計 ２，６３０㎡を所有権移転するため、

合意解約するものです。 

２番につきましては、賃貸人■■■■と■■■■の賃貸借契約 ▲

▲字▲▲ 外１筆 畑 合計 ２，５８５㎡を賃借人の申し出によ

り、合意解約するものです。以上です。 

 

議長（髙橋会長） ただ今の報告に対して質疑ございませんか。 

 

 ………なしの声……… 

議長（髙橋会長） 「なし」の声がありますので、報第１７号は了承いただいたものと

認めます。 
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議長（髙橋会長） 次に、日程第７ 議第４３号「農地法第３条の規定による許可申請

に対する許可の可否について」を上程いたします。 

提案理由の説明を事務局長にいたさせます。 

 

安部事務局長 ただ今上程されました、議第４３号「農地法第３条の規定による許

可申請に対する許可の可否について」の提案理由を申し上げます。 

本案は、農地法第３条の規定により、本委員会に対し所有権移転６

件、賃借権１件、使用貸借権１件、合計８件の許可申請がありました

ので提案するものであります。 

農地法第３条第２項各号の規定に基づきご審議のうえ、許可の可否

を決定くださるようお願い申し上げます。 

 

議長（髙橋会長） ただ今、事務局長から提案理由の説明がありましたが、農地係長の

補足説明を求めます。 

 

嶋貫農地係長 ただ今、提案されました、議第４３号について、ご説明申し上げま

す。議案書は５ページから７ページになります。 

はじめに、５ページをご覧ください。所有権移転の申請となります。 

１番につきましては、■■■■と■■■■の申請で、▲▲字▲▲ 

外３筆 田が２，６３０㎡ 畑が４０９㎡ 合計３，０３９㎡を所有

権移転したい旨の申出があったものです。 

２番につきましては、■■■■と■■■■の申請で、▲▲字▲▲ 

外１筆 田 合計１４，７２５㎡の持分７２分の１について所有権移転

したい旨の申出があったものです。こちらは、地区の採草地として管

理されているものとなります。 

３番につきましては、■■■■と■■■■の申請で、▲▲字▲▲ 

外２筆 田 合計５９４㎡を所有権移転したい旨の申出があったも

のです。 

４番につきましては、■■■■と■■■■の申請で、▲▲字▲▲ 

外３筆 田が３，３０９㎡、畑が４２７㎡、合計３，７３６㎡を所有

権移転したい旨の申出があったものです。 

５番につきましては、■■■■と■■■■の申請で、▲▲字▲▲ 

畑 １１８㎡を所有権移転したい旨の申出があったものです。 

６番につきましては、■■■■と■■■■の申請で、▲▲字▲▲ 

外１筆 畑 合計６７７㎡を所有権移転したい旨の申出があったも

のです。 

次に、６ページをご覧ください。賃借権設定の申請となります。 

７番につきましては、■■■■と■■■■との間で設定するもので 

▲▲字▲▲ 外１筆 畑 合計２，５８５㎡について、新規の１０年

で、毎年１２月３１日支払、金納となっております。 

次に、７ページをご覧ください。使用貸借権設定の申請となります。 

８番につきましては、■■■■と■■■■との間で設定するもの

で、▲▲字▲▲ 外２２筆 田が１３，７７７㎡ 樹園地が１４，８

２０㎡ 合計２８，５９７㎡を再設定の２０年契約となっておりま

す。以上です。 
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議長（髙橋会長） ここで、現地調査について担当委員より、報告をお願いします。 

はじめに、議第４３号１番、２番の現地調査については、松田繁徳

推進委員より、調査いただいておりますので、事務局より報告をお願

いします。 

 

嶋貫農地係長 １１月２２日に、松田繁徳推進委員より、ご報告をいただいており

ます。 

１番の案件については、田畑として耕作されていることを確認した

と報告いただきました。 

２番の案件につきましては、転作の牧草が栽培されておりまして、

適正に管理されているとご報告をいただいております。以上でござい

ます。 

 

議長（髙橋会長） 次に、３番、４番の現地調査については、髙橋茂推進委員より、調

査いただいておりますので、事務局より報告をお願いします。 

 

嶋貫農地係長 １１月２２日に、髙橋茂推進委員より、ご報告をいただいておりま

す。 

３番の案件については、以前から■■■■が自身の所有地と一緒に

管理しておりまして、耕作がされていると確認していただいておりま

す。 

４番の案件につきましては、■■■■が所有する農地でありました

が、管理が少し十分でないところがあったようでございます。今回■

■■■のほうで買い受けをしまして、しっかりと管理をするように、

また、若干川沿いで低いところもございまして、盛土をして茅なども

整備をした上で耕作される見込みであるだろうと報告をいただいて

おります。以上でございます。 

 

議長（髙橋会長） 次に、５番の現地調査について、３番髙橋誠一委員より、報告をお

願いします。 

 

３番 

（髙橋誠一委員） 

１１月２３日に現地調査をしてまいりました。申請地は全て耕作さ

れ、周辺農地への影響が無いことを確認しましたので、ご報告いたし

ます。 

 

議長（髙橋会長） 次に、６番の現地調査については、竹田壮芳推進委員より、調査い

ただいておりますので、事務局より報告をお願いします。 

 

嶋貫農地係長 本日、竹田壮芳推進委員より、ご報告をいただいております。現地

調査の結果でございますが、こちらの申請に関しては、現地は敷き砂

利がされておりまして、耕作できる状態ではなかったと報告を頂戴し

ております。 
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嶋貫農地係長 事務局におきまして、農地法第３条の申請を受け付ける際に航空写

真で確認したところ、耕作できる状態なのか不透明な土地でございま

して、その旨、受け人の■■■■にお話しを申し上げたところ、畑と

して耕作するとのことで、耕運機も入れるとの回答もございまして、

申請を受け付けしたものでございます。 

現地を見たところ、砂利が入っていて、耕せる状態では無く、この

申請に対して許可するのはよろしくないのではないか、との報告をい

ただいているところでございます。そのご報告の内容も踏まえまし

て、申請の可否について、ご審議いただきたいと思っております。 

 

議長（髙橋会長） 次に、７番の現地調査については、長谷部修推進委員より、調査い

ただいておりますので、事務局より報告をお願いします。 

 

嶋貫農地係長 １１月１９日に長谷部修推進委員より、連絡を頂戴しております。

申請地は以前アスパラが栽培されておりまして、周辺農地へ影響も無

く、適正に管理されているとご報告いただいております。 

 

議長（髙橋会長） お諮りいたします。 

この案件については、「農業委員会等に関する法律」第３１条の規

定に基づく議事参与の制限に該当する委員が１名おりますので、分割

して審議したいと思います。これに、ご異議ございませんか。 

 

 ………異議なしの声……… 

議長（髙橋会長） 異議なしと認めます。よって本案件は、分割して審議することに決

しました。 

それでは、始めに、議第４３号７番の案件について、審議いたしま

す。 

ここで、１２番 伊藤 圭一 委員の退席を求めます。 

 

 ………伊藤 圭一 委員 退席……… 

議長（髙橋会長）  これより、本案件について審議に入ります。本案件について、質疑、

意見を求めます。質疑、意見はございませんか。 

 

 ………なしの声……… 

議長（髙橋会長） 「なし」の声がありますので、質疑、意見を終結いたします。 

本案件について表決いたします。 

お諮りいたします。ただいまの案件について、申請のとおり許可す

ることが妥当と認める委員は、挙手をお願いいたします。 

 

 ………全員挙手……… 

議長（髙橋会長） 妥当と認める委員が、全員と認めます。 

よって、本案件については、申請のとおり許可することに決しまし

た。 

ここで、１２番 伊藤 圭一 委員の復席を求めます。 

 

 ………伊藤 圭一 委員 復席……… 
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議長（髙橋会長）  お諮りいたします。これより議第４３号７番以外の案件について審

議に入りますが、一括して審議することにご異議ございませんか。 

 

４番 

（峠田一徳委員） 

 ６番の案件について、現地確認で農地としては不適切ということで

あれば、その部分を分割して審議したほうがいいのではないでしょう

か。 

 

議長（髙橋会長）  それでは、６番の案件については、分割して審議するということで

よろしいでしょうか。 

 

 ………異議なしの声……… 

議長（髙橋会長）  異議なしと認めます。それでは、６番の案件から審議いたします。 

本案件について、質疑、意見を求めます。質疑、意見はございませ

んか。 

 

４番 

（峠田一徳委員） 

 農地として使用できないのであれば、農地法第３条の申請というの

はおかしいかと思いますので、経緯の説明を求め、農地法第５条の申

請としたほうがいいのではないかと思いますが、事務局の意見をお聞

かせいただきたいです。 

 

嶋貫農地係長  峠田委員が仰ったとおりの手続きをご案内したいと考えておりま

す。 

 申請受け付けをした時点でも、古い航空写真では建物があるように

見えましたので、非農地要件に該当するのではないかとお話しも差し

上げたところです。実際は建物を解体しまして、更地になっていると

のことで、畑として使いたいとの再三のお話しもありまして、現地調

査をさせていただき、総会において許可決定すると事前に申し上げて

おります。担当委員より耕作できる状態ではないとの報告も頂戴して

おりますので、転用の申請、もしくは、非農地要件に該当すれば非農

地、もしくは、耕作するということであれば砂利を取っていただいて

耕運機が入れる程度の耕作地に戻してから再度農地法第３条の申請

をいただくか、というところで、申請人にお伝え申し上げて対応した

いと思います。以上でございます。 

 

議長（髙橋会長）  今、事務局より説明がありましたが、皆さんの意見をお聞かせいた

だきたいと思います。 

 

１２番 

（伊藤圭一委員） 

 受け付けの段階で、受理したということになりますよね。次からは、

申請段階でその旨の話をして要件を満たしてから申請する、というよ

うな方向をとったほうがいい案件だと思います。申請の段階である程

度判断できる案件であれば、上程しない。今回は事務局が仰るような

形で進めて、再度申請をしてもらい、指導する案件かと思います。 
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議長（髙橋会長）  申請の段階では、農地の状況については分からないため、そのため

に現地調査があるので、受け付けの段階で判断では難しいのではない

かと思います。 

 

４番 

（峠田一徳委員） 

 事務局での確認方法はなにかないでしょうか。 

 

 

嶋貫農地係長  航空写真では判断しかねる案件ではございました。何枚か航空写真

を確認しまして、最新のものですと建物が無く、受け人にも何度か確

認しましたが、耕作するつもりだというお話でして、であれば、現地

調査もさせていただく旨、お話し申し上げたのですが、そこで仮受付

としまして、事務局で現地を確認して、総会には上程しないという方

法も確かにあったと思います。業務の都合で外に出る時間をなかなか

取れないといった事情もございまして、そういったことも含めて委員

から現地を確認していただくという手続きになりましたが、こういっ

た案件がございましたら、事前に仮受付としまして、事務局で確認し

た上で、今後は上程させていただくようにしたいと思います。今回は、

なかなか現地に行く時間が取れず、事務局の確認不足でした。 

 また、昨日まで報告いただく予定でしたが、ご報告いただけず、今

日の朝慌てて竹田推進委員へご連絡申し上げまして、現地を確認して

いただいたという経過もございまして、時間的な余裕もなかったとい

う点も踏まえまして、今回の農地法第３条の許可は馴染まないのでは

ないか、と事務局側でも想定しておりますので、そこを含み置きいた

だきまして、審議いただければと思います。 

 

議長（髙橋会長） ここで、暫時休憩します。（ときに午後１時５２分） 

 

議長（髙橋会長） 総会を再開します。（ときに午後１時５６分） 

 

議長（髙橋会長） ６番の案件については、保留といたします。■■■■と話をしてい

ただきまして、申請するときは手続きいただくことといたします。 

６番以外の案件につきまして、ご意見、質疑ございませんか。 

 

 ………なしの声……… 

  

議長（髙橋会長） 「なし」の声がありますので、質疑、意見を終結いたします。 

本案件について表決いたします。 

お諮りいたします。６番の案件を除いた案件について、申請のとお

り許可することが妥当と認める委員は、挙手をお願いいたします。 

 

 ………全員挙手……… 

議長（髙橋会長） 妥当と認める委員が、全員と認めます。 

よって、６番を除いた本案件については、申請のとおり許可するこ

とに決しました。 
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５番 

（浅野厚司委員） 

担当委員が耕作できないと報告があった流れで、担当委員が無理だ

という話であれば、我々としては無理でしょうと判断するしかないの

ではないかと思うのですが、それを総会で審議するというのがおかし

な話だな、と思います。例えば今後報告のときに、申請の内容と違っ

たり、今のように農地としては無理だとなったりしたときに、そうい

う判定を下していくのか、お聞きしたいです。担当委員の意見の効果

がなくなるような気もしましたので、そちらについてお聞かせいただ

ければと思います。 

 

嶋貫農地係長 実際の流れとしましては、申請を受け付けさせていただいて、現地

を確認して、現地が問題無いということで、委員の皆さんから報告を

いただいた上で、許可の可否を総会で議決するという流れになってお

ります。 

今回も竹田推進委員から、農地法第３条には不適ではないかとご指

摘をいただいた意見を基に許可保留という形にさせていただきまし

て、それが不許可かどうかというのは、現状耕せるように戻せば農地

法第３条の許可というのは今後可能だと思います。それが、元々耕す

気が無く農地ではない状態で取得したいということであれば、転用な

り非農地なりの手続きになるという形になりますので、今回、竹田推

進委員のご報告を尊重して許可保留という手続きにしていただいた

というところでは、委員の方の意見が反映された議決結果と認識して

おりますが、いかがでしょうか。 

 

５番 

（浅野厚司委員） 

そういった流れであれば、担当委員としての仕事が成立するので、

いいと思います。 

また、そのあと同じように申請してくる場合ですが、まずは担当委

員の方が認めたもの以外、申請は受理しないという形になっていくの

かな、とイメージしたのですけども、担当委員がだめだと言ったもの

が、また総会に上程されることになるのか、お聞かせいただきたいで

す。 
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嶋貫農地係長 先ほど伊藤委員に回答いたしました内容と同じになりますが、実際

は、申請を受け付けさせていただくときに、事務局で許可要件を満た

すのかどうかという確認をさせていただいております。 

今回の案件については、事務局の確認に対しまして、農地として使

いたいという意向が大変強くおありでしたので、それでは現地を確認

させていただいて許可の可否を決定させていただくとのことで進め

させていただきました。実際はそこで、事務局で判断しかねるという

ところに関しましては、事前に調査をして議案に入れるかどうかのチ

ェックがあれば、こういった事態にならなかったと思いますが、先ほ

ども申し上げたとおり、事務局で現地を確認に行く時間を取れなかっ

たということもありましたので、今回のような形になりましたが、今

後については、そういった案件については事前に事務局で確認をする

という形で、例えば、この案件につきまして、もう一度畑としてとい

うことであれば、現状畑になっているかどうかを事務局でも確認させ

ていただいて、その後、もう一度現地調査をしていただいて、その上

で許可相当と認められるものについては議案に上程して議決をいた

だくといった流れになろうかと思います。 

 

議長（髙橋会長） 日程第８ 議第４４号「農地転用事業計画変更申請に対する意見決

定について」を上程いたします。 

提案理由の説明を事務局長にいたさせます。 

 

安部事務局長 ただ今上程されました、議第４４号「農地転用事業計画変更申請に

対する意見決定について」の提案理由を申し上げます。 

本案は、農地法に基づく農地転用許可を受けた農地について、事業

計画を変更したい旨の申請が１件ありましたので提案するものであ

ります。 

農地法関係事務処理要領に基づいてご審議のうえ、意見を決定くだ

さるようお願い申し上げます。 

 

議長（髙橋会長） ただ今、事務局長から提案理由の説明がありましたが、農地係長の

補足説明を求めます。 

 

嶋貫農地係長 ただ今、提案されました議第４４号について、ご説明いたします。 

議案書は８ページをご覧ください。 

１番につきましては、平成２９年１０月１４日付けで５条の転用許

可になりました件の事業計画変更になります。 

当初計画者は、駐車場及び雪押場が必要であったため、転用許可を

受けて土地を取得しましたが、予定していた駐車台数が必要でなくな

り、冬季間は当初計画のとおり雪押場として利用していますが、現在

駐車場とはなっていない状況でございました。 

冬季間はこれまで同様に雪押場が必要であり、夏季は、駐車場とし

て整備を予定していたスペースを家庭菜園へ事業計画を変更し、土地

を有効活用するため、当初事業計画の変更の申請があったものです。 
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嶋貫農地係長 なお、こちらの申請につきましては、県から指導がありまして、当

初の駐車場としての目的としてでなく使用するのであれば、事業計画

を変更するようにと指導を受けたという事情もございまして、申請が

あったものでございます。以上です。 

 

議長（髙橋会長） ここで、議第４４号の現地調査について、２番黒澤ちよ子委員より、

報告をお願いいたします。 

 

２番 

（黒澤ちよ子委員） 

１１月１８日に、私と髙橋誠一委員、安部事務局長、嶋貫農地係長

の４名で事業計画変更１件の現地調査を行いました。その案件につい

ては申請のとおりで、現在、家庭菜園として利用されていることをご

報告いたします。以上です。 

 

議長（髙橋会長） これより、本案件について、審議に入ります。質疑、意見を求めま

す。質疑、意見はございませんか。 

 

 ………なしの声……… 

議長（髙橋会長） 「なし」の声がありますので、質疑、意見を終結いたします。 

本案件について表決いたします。 

お諮りいたします。ただいまの案件について、変更申請のとおり許

可相当の意見を付することが妥当と認められる委員は、挙手願いま

す。 

 

 ………全員挙手……… 

議長（髙橋会長） 妥当と認める委員が、全員と認めます。 

よって、本案は、変更申請のとおり許可相当の意見を付することに

決しました。 

 

議長（髙橋会長） 次に、日程第９ 議第４５号「農地法第４条第 1 項の規定による許

可申請に対する意見決定について」を上程いたします。 

提案理由の説明を事務局長にいたさせます。 

 

安部事務局長 ただ今上程されました、議第４５号「農地法第４条第１項の規定に

よる許可申請に対する意見決定について」の提案理由を申し上げま

す。 

本案は、農地法第４条第１項の規定により、本委員会に対し１件の

許可申請がありましたので、提案するものであります。 

関係法令、通達及び農地転用許可基準に基づいてご審議のうえ、意

見を決定くださるようお願い申し上げます。 

 

議長（髙橋会長） ただ今、事務局長から提案理由の説明がありましたが、農地係長の

補足説明を求めます。 
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嶋貫農地係長 ただ今、提案されました、議第４５号について、ご説明申し上げま

す。議案書は９ページをご覧ください。 

１番につきましては、■■■■が、▲▲字▲▲ 田 １２２㎡につ

いて、貸し駐車場として整備するため、申請があったものです。 

当該地は、農地区分第３種農地と判断でき、転用目的も問題なく、

許可要件を満たすと考えます。以上です。 

 

議長（髙橋会長） ここで、議第４５号１番の現地調査について、３番髙橋誠一委員よ

り、報告をお願いします。 

 

３番 

（髙橋誠一委員） 

１１月１８日に、私と黒澤ちよ子委員、安部事務局長、嶋貫農地係

長の４名で４条１件の現地調査を行いました。申請地は田んぼに土が

盛られており、地盤は非常に固くなっている状態でした。土盛りされ

ていた土も大きな石が入っていたりして、耕作できるような状態でな

かったため、事務局のほうから申請者へ事情の聞き取りをお願いしま

した。その結果、近くでアパートの建設の際に草刈りなどの管理がし

易いように、土を入れて管理してきたということです。耕作できるよ

うな状態ではなく、農地法に抵触するという認識に欠け申し訳なく、

今後法令を遵守します、との始末書の提出があったことを確認してお

りますので、報告いたします。以上です。 

 

議長（髙橋会長） これより、本案件について、審議に入ります。質疑、意見を求めま

す。質疑、意見はございませんか。 

 

４番 

（峠田一徳委員） 

始末書の提出は既に終わっている、とのことで、よろしいでしょう

か。 

 

嶋貫農地係長 現地調査を１８日にしていただきまして、現地を見たところ髙橋委

員からご説明あったとおりの状況でしたので、早速その日の内に地権

者へご連絡申し上げて、その次の週の月曜日には始末書という形で、

大変申し訳なかった、と提出をいただいております。以上でございま

す。 

 

９番 

（佐藤一志委員） 

分かっててするのはいかがなものなのか。始末書を出せばいいと思

っているのではないのか。 

 

３番 

（髙橋誠一委員） 

本人は法律に抵触することに気付かずに、管理し易いようにやって

しまったということで、分かっててしているという認識ではないよう

です。 

 

８番 

（安達芳紀委員） 

田ではなく畑として利用したいということでもないのですか。 
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嶋貫農地係長 申請地は、大変小さい土地がぽつんと残ったところで、■■■■の

南側のあたりの土地になります。周りにアパートが建ってきて、周辺

が土盛りされていて、一部だけ低い土地が残ってしまって管理がしに

くい、ということはあったようです。何か建てようとか、車を停めよ

うとかの意図は無かったようで、土盛りすること自体が悪いという認

識が無かったようです。申請にいらっしゃったときに、現状何か作付

けされているか、確認させていただきました。そうしましたら、転作

していて何も植えておらず、たまたま近くの方から駐車場として貸し

て欲しいと話があったので、申請に来たとのことでした。航空写真上

も建物等ございませんでしたので、通常の申請と受付いたしました

が、現地に行ってから大きな石が入っているとご指摘を頂戴いたしま

して、この状態であれば、トラクターなり耕運機なりが入れる状況で

は無いとなりましたので、どういった状況なのか確認したところ、低

い土地で管理しにくくなったので、土盛りをして草刈りし易いように

した、との話でございました。意図的に違反したということは無かっ

たのではないか、と事務局では感じたところでございます。 

ご指摘のとおり、始末書を出せばなんでもできるのか、というとこ

ろが確かにあるかと思いますので、農地パトロールなりで今後怪しい

ところは確認いただく、というところも委員の皆様にお願いする必要

が出てくるのかな、と感じる案件でございました。 

なお、土を入れるときには、農地改良届を出していただくことにな

っておりますので、農地にそのようなことをされてる方がいらっしゃ

れば、委員の皆様からもご指導いただければ、と思います。 

 

議長（髙橋会長） そのほか、質疑、意見はございますか。 

 

 ………なしの声……… 

議長（髙橋会長） 「なし」の声がありますので、質疑、意見を終結いたします。 

本案件について表決いたします。 

お諮りいたします。ただいまの案件について、申請のとおり許可相

当の意見を付することが妥当と認める委員は、挙手をお願いいたしま

す。 

 

 ………全員挙手……… 

議長（髙橋会長） 妥当と認める委員が、全員と認めます。 

よって、本案については、申請のとおり許可相当の意見を付するこ

とに決しました。 

 

議長（髙橋会長） 次に、日程第１０ 議第４６号「非農地証明願に対する可否につい

て」を上程いたします。 

提案理由の説明を事務局長にいたさせます。 
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安部事務局長 ただ今上程されました、議第４６号「非農地証明願に対する可否に

ついて」の提案理由を申し上げます。 

本案は、農地法第２条に規定する農地に該当しない旨の証明の願い

出が本委員会に対し１件ありましたので、提案するものであります。 

事実を確認のうえ、証明の可否を決定くださるようお願い申し上げ

ます。 

 

議長（髙橋会長） ただ今、事務局長から提案理由の説明がありましたが、農地係長の

補足説明を求めます。 

 

嶋貫農地係長 ただいま提案されました、議第４６号につきまして、ご説明します。 

議案書１０ページをご覧ください。 

１番につきましては、▲▲から願出があったもので、▲▲字▲▲ 

登記地目 畑 ９㎡が、平成３年頃、住宅を建築する際に、宅地と一

体で整地し、現在に至るものです。 

耕作出来る状態に回復するのが困難なため、証明できるものと判断

できます。以上です。 

 

議長（髙橋会長） ここで、現地調査について、報告をお願いします。議第４６号１番

の現地調査について、２番黒澤ちよ子委員より、報告をお願いします。 

 

２番 

（黒澤ちよ子委員） 

１１月１８日に、私と髙橋誠一委員、安部事務局長、嶋貫農地係長

の４名で非農地１件の現地調査を行いました。その案件については申

請のとおりであったことをご報告いたします。以上です。 

 

議長（髙橋会長）  これより、本案件について審議に入ります。質疑、意見を求めます。       

質疑、意見はございませんか。 

 

１２番 

（伊藤圭一委員） 

 今、非農地証明願を出してくるのは、なにか事情があったのでしょ

うか。 

 

嶋貫農地係長  本案件につきましては、■■■■の入り口付近の土地になります。

その近隣を■■■■で転用したところがありまして、南側が通路で、

その上の宅地の中にぽつんと畑があったという状況です。この方は３

条にも申請がありましたが、所有地の整理をしたいとなったところ、

自宅の敷地にわずかな畑があったとのことで、今回、地目変更をして

宅地として処分することを検討しての申請になります。 

 

議長（髙橋会長） そのほか、質疑、意見はございますか。 

 

 ………なしの声……… 

議長（髙橋会長） 「なし」の声がありますので、質疑、意見を終結いたします。 

本案件について表決いたします。 

お諮りいたします。ただいまの案件について、願い出のとおり証明

することが妥当と認める委員は、挙手をお願いいたします。 
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 ………全員挙手……… 

議長（髙橋会長） 妥当と認める委員が、全員と認めます。 

よって、本案については、願い出のとおり証明することに決しまし

た。 

 

議長（髙橋会長） 次に、日程第１１ 議第４７号「南陽市農用地利用集積計画の策定

に係る決定について」を上程いたします。 

提案理由の説明を事務局長にいたさせます。 

 

安部事務局長 ただ今上程されました、議第４７号「南陽市農用地利用集積計画の

策定に係る決定について」の提案理由を申し上げます。 

本案は、令和３年１１月１１日付け農第７６８号をもって、南陽市

長から本委員会に対し、「農業経営基盤強化促進法」第１８条に基づ

いて、賃借権設定２件、所有権移転の１件、全３件に関する農用地利

用集積計画を策定するため、当該計画について同条第１項の規定によ

り、本委員会において決定するよう求められましたので、ご提案する

ものであります。ご審議のうえ決定くださるよう、よろしくお願い申

し上げます。 

 

議長（髙橋会長） ただ今、事務局長から提案理由の説明がありましたが、事務局長補

佐の補足説明を求めます。 

 

山内事務局長補佐 ただ今提案されました、議第４７号につきまして、ご説明を申し上

げます。議案書は１１ページからで、１４ページにつきましては、総

括表となっております。 

１４ページをご覧ください。賃借権設定が２件で計画面積が田 

４，６０４㎡となっております。また、所有権移転が１件で、計画面

積が田 ２，２９０㎡、畑 １，１２７㎡の合計 ３，４１７㎡とな

っております。 

１５ページをご覧ください。賃借権の設定につきまして、今回の賃

借権の設定につきましては、中間管理事業によるものでございます。 

先月ご説明申し上げましたが、これまでは一旦、賃貸人と中間管理

機構とで利用集積計画による賃借権を設定し、さらに中間管理機構と

賃借人との間で利用配分計画による賃借権を設定するという形で、２

回の手続きを要しましたが、１０月から集積一括方式により利用集積

計画で一括して手続きが行えるようになったものです。 

１番につきまして、■■■■とやまがた農業支援センターを介して

■■■■との間で設定するもので、▲▲字▲▲の田 ２，０５９㎡ 

外３筆の合計 ３，３０４㎡について、新規の１０年契約で、毎年１

２月２０日支払、金納となっております。 

２番につきまして、■■■■外１名とやまがた農業支援センターを

介して同じく■■■■との間で設定するもので、▲▲字▲▲の一部の

田 １，３００㎡について、新規の１０年契約で、毎年１２月２０日

支払、金納となっております。 
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山内事務局長補佐 次に、１６ページをご覧ください。所有権移転の申請１件につきま

して、ご説明を申し上げます。 

１番は■■■■から、■■■■に、▲▲字▲▲の現況田 ２４７㎡ 

外３筆の田 ２，２９０㎡、畑 １，１２７㎡の合計 ３，４１７㎡

を所有権移転するもので、移転の時期は公告の日、支払方法は、口座

振替となっております。以上でございます。 

 

議長（髙橋会長）  これより、本案件について審議に入りますが、一括して審議するこ

とについて、ご異議ございませんか。 

 

 ………異議なしの声……… 

議長（髙橋会長）  異議なしと認めます。それでは、一括して審議いたします。 

 本案件について、質疑、意見を求めます。質疑、意見はございませ

んか。 

 

 ………なしの声……… 

議長（髙橋会長） 「なし」の声がありますので、質疑、意見を終結いたします。 

本案件について表決いたします。 

お諮りいたします。ただいまの案件について、計画のとおり決定す

ることが妥当と認める委員は、挙手をお願いいたします。 

 

 ………全員挙手……… 

議長（髙橋会長） 妥当と認める委員が、全員と認めます。 

よって、本案については、計画のとおり決定すべきものと決しまし

た。 

 

議長（髙橋会長） 次に、日程第１２ 議第４８号「農地中間管理事業に係る農用地利

用配分計画案に対する意見決定について」を上程いたします。 

提案理由の説明を事務局長にいたさせます。 

 

安部事務局長 ただ今上程されました、議第４８号「農地中間管理事業に係る農用

地利用配分計画案に対する意見決定について」の提案理由を申し上げ

ます。 

本案は、令和３年１１月１１日付け農第７６９号で、南陽市長から

本委員会に対し、農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第２

項の規定により作成された農用地利用配分計画案について、同法第１

９条第３項により意見を求められましたので、別紙のとおり提案する

ものであります。ご審議のうえ、意見を決定くださるようお願い申し

上げます。 

 

議長（髙橋会長） ただ今、事務局長から提案理由の説明がありましたが、事務局長補

佐の補足説明を求めます。 
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山内事務局長補佐 ただ今提案されました、議第４８号につきまして、ご説明を申し上

げます。議案書は１７ページからで、１９ページをご覧ください。農

地の賃借権の移転によるものです。 

区域名は全域、借受者は■■■■、貸付者は、■■■■で、▲▲字

▲▲の畑 ３１０㎡ 外 1 筆の合計 ９９４㎡について賃借権を設

定するもので、契約期間は、令和４年１月１２日から、終期は従前の

契約の残期間となっており、令和８年９月３０日までの５年、支払方

法は、口座振替となっております。以上でございます。 

 

議長（髙橋会長）  これより、本案件について審議に入りますが、一括して審議するこ

とについて、ご異議ございませんか。 

 

 ………異議なしの声……… 

議長（髙橋会長）  異議なしと認めます。それでは、一括して審議いたします。 

 本案件について、質疑、意見を求めます。質疑、意見はございませ

んか。 

 

 ………なしの声……… 

議長（髙橋会長） 「なし」の声がありますので、質疑、意見を終結いたします。 

本案件について表決いたします。 

お諮りいたします。ただいまの案件について、妥当と認める委員は、

挙手をお願いいたします。 

 

 ………全員挙手……… 

議長（髙橋会長） 妥当と認める委員が、全員と認めます。 

よって、本案については、妥当である旨の意見を付することに決し

ました。 

 

議長（髙橋会長） 以上をもちまして、本日提案されました議題は、すべて終了いたし

ました。 

よって、令和３年１１月１８日付け南農委告示第１１号をもって招

集いたしました南陽市農業委員会 委員総会を閉会いたします。 

ありがとうございました。 

 

(閉会：ときに午後２時２４分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


